
 

 

 かつまた 孝明 です！ 
たかあき 

 昭和５１年４月７日生まれ（３５歳） 

出身   沼津市 

住所   沼津市花園町 

家族   父親（沼津市出身） 

母親（伊豆市出身：修善寺） 

     妻・長男・長女 

経 歴 

〔学歴〕 

しょうえい幼稚園 

沼津市立門池小・門池中 卒業 

静岡県立沼津東高校 卒業 

学習院大学経済学部 卒業 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 卒業 

（経営学修士：ＭＢＡ取得） 

〔職歴〕 

平成１２年４月  スルガ銀行株式会社入社 

         財団法人企業経営研究所 研究員  

（地域経済産業分析） 

         経営企画部 人事担当マネージャー 

平成２２年１２月 スルガ銀行株式会社退職 

平成２３年１月  自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 支部長 

いま、自民党が熱い！自民党員を大募集中！！ 

自民党に入党して、党員として自民党そしてかつまた孝明を支えてください！ 

入党資格 

・ わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方 

・ 満１８歳以上で日本国籍を有する方 

・ 他の政党の党籍を持たない方 

党 費：一般党員 年額４，０００円、家族党員 年額２，０００円 

申し込み方法 

・ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部までご連絡ください。電話、e メール、直接お越し

いただいても結構です。 

・  

― お願い！！ ― 

ポスターを貼らせてください！  

田んぼ・畑・駐車場・庭先等どこでも

かまいません。第６選挙区支部までご

連絡ください！ 
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発行所：自由民主党本部 

100-8910 東京都千代田区永田町 1-11-23 

電話：東京 03(3581)6211（代） 

振替口座：東京 00180-1-19518  定価 1部 105 円 

自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 

410-0048 沼津市新宿町 16-5 まるやビル 1-B 

電話：055(922)5526 FAX：055(922)5527 

e ﾒｰﾙ：jimin@t-katsumata.com 

自民党 衆議院 静岡県第６選挙区支部支部長 

通 

信 

静岡６区【沼津・伊東・熱海・下田・伊豆・伊豆の国

（旧韮山・大仁）・賀茂郡・駿東郡（長泉・清水）】 

かつまた 孝明氏 

の「熱い想い」 

たかあき 

～政治に信頼を取り戻せ！～ 

― 号 外 ― 

 
ボランティア大募集（６区支部まで連絡下さい） 

まるかつ通信の企画・配布・街頭演説サポート・ポ

スター貼りなどなど、楽しい仲間と共に！ 

ポスターできました！ 



民主党はダメ、でも自民党も・・・ 

 ここ最近の各社の世論調査において、政党支持率を見

ると、自民党が民主党を上回っているものの（時事通信

社６月調査：自民党１４．６％、民主党１２．８％）、支

持政党なしと答えた方が６３．１％と圧倒している。 

 これは、２００９年の政権交代における国民の大きな

期待を裏切った民主党への批判はさることながら、自民

党はその批判の受け皿にはまだまだなりえていない状況

であることがわかる。要するに、いま国民は長らく続い

た自民党政権に愛想を尽かし、お灸をすえたけれど、期

待した民主党もダメだったため、そのまま自民党に戻る

わけにもいかず、結局、政治及び政党への丌信に陥って

いる状況であるといえるのではないだろうか。 

 さらに未曾有の大震災によって、その復興体制の遅さ

から国民は更なる政治の無力さを感じ、政治離れを起こ

している。 

 

 

 こうした政治の迷走に追い討ちをかけるように、大震

災によって、様々問題を抱えている日本は今、大きな閉

塞感に覆われている。 

 いまこそ、今後の日本をどのような方向にすすめるべ

きか、しっかりとしたビジョンを示していく必要がある

のではないだろうか。 

政治は大きな転換点を迎えた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 戦後、日本は自民党を中心に長らく「豊かな国」日本

を創るための政治を行ってきた。高度経済成長を経て、

物質的に「豊か」になった日本で、産業構造、個人のラ

イフスタイル等々、その大きな変化の中で唯一、変わる

ことのできなかったものが政治であり、その中心にいた

のが自民党であったのではなかろうか。 

  

 

 私は、こうした「豊かさ」の追求から、「生きぬく」政

治に変えていきたいと考えている。「生きぬく」とは、個

人の自立、地域の自立、国家の自立である。要するに、

自分の力で立つことである。今後、限られた国・地方の

財政の中で、４Ｋといわれるばら撒き政策をいち早くや

め、自立のできる社会にすることが大切であると考える。 

 地域コミュニティ・家族といった身近な人間関係が希

薄になったいま、この震災によって「絆」という言葉が

見直されている。もう一度、失われつつある地域の絆・

家族の絆、こうした絆を大切にし、地域の力で「生きぬ

く」社会を創っていくことがいま、政治に求められてい

るのではないだろうか。 

 私は、「豊かさ」の追求から、地域の絆で「生きぬく」

社会を実現させるべく、自民党が今一度国民に選ばれる

政党になるために全力でがんばっていく所存です！ 

                      以上 

「豊かさ」から「生きぬく」政治へ 


